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CommunicationBeyond theBoundariesofLanguage
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Abstract:Whenwetrytocommunicatewithpeoplewhohasmentaldisorderssuchas

dementia,schizophrenla,andsoon,oftenthelanguagedoesnotworkasameansof

communicatlng,becauseorthediseasecondition･ Thepurposeorthisstudyisto

examinetheprocessandconditionthatthelanguagebegintoworkasameansor

communication,andtoshowthetechniquesorusingnon-Verbalmediaincommunicating

withpeoplewholosttheirlanguageasamessageslgn･ Inoccupationaltherapy,we

mainlyusethefわllowingnon-verbalmedia:(1)paralanguage(nonverbalfactorin

talking),(2)bodylanguage(expressiononactionandbehavior),and(3)objects(one's
possession,worksandtools)･ Ourtechniquesorusingthesemediafわllow.

1･ Observlnghow toreactonstimuli

2･ UsingthecommonpolntOf-fivesensesandexperiences

3･ Catchingone'snonverbalexpressions

4･ Usingone'sbasicdataexperiencedandkeptbythefivesensesinone'slife

5･ AcceptlngOWnfeelingsandadjustingattitude

61 Givinglanguageasirobjects

7･ CommunicatlngthroughtreatlngObjects

Key words:Communication,Mentaldisorders,Non-verbalmedia, Occupational

therapy

は じ め に

重度のアルツハイマーと診断された富代さん

(仮名)は,もうことばがそのままの意味を

もって伝わらなくなっていた｡同居する息子の

名前もずいぶん以前からわからなくなり,朝御

飯を食べたことすら忘れてしまうようになって

いた｡そんな富代さんとある年の始め,初詣に

行った｡どこに行くのか,何が起きるのか,い

つもと違う風景に,富代さんは一緒に歩く介護

の人の手を色が変わるほど握りしめていた｡お

宮についてお寒銭をあげても,不安そうに人混

みを眺め,自分がまだ何をしているのかよく分

からないようだった｡一緒にお参りしようと鈴

のひもを引き,ガランガランと鈴の音がしたと

き,はっとしたように ｢お参り,お参り,お宮

さん｣と言ってうれしそうに笑い始めた｡鈴の

音が記憶の底に沈んでいた思い出をよみがえら

せたのだろうか｡帰 り道,富代さんは ｢お参

り,お参り｣とにこにこして歩いて帰った｡

ことばはコミュニケーションの重要な役割を

果たす道具であるが,精神科領域の作業療法の
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事物 ･現象
(context)

Ⅰ
話し手 → ことば → 聞き手

àddresseや

(message)

接 触
(contact)

言語体系
(code)
グ

話し手 :ことばの発信者

聞き手 :ことばの受信者

事物 ･現象 :伝えようとする指示対象

(addressee) ことば :伝えるメッセージ

接 触 :話し手,聞き手の物理的

身体的,心理的っながり

言語体系 :用いる言語の種類

言語の表す意味範囲

図1 言語活動が成立する基本的要素

対象となる人たちの多くは,意味記号としての

ことばが本来のコミュニケーションの機能を

尖った,もしくは何らかの理由で果たさなく

なっている状態にある人たちといってもよい｡

そうした人たちと,どのようにコミュニケー

ションをはかるか,それは作業療法に限らず,

リハビリテーションの関わりにおける基本的な

課題である｡

ことばが十分にその意味記号としての機能を

果たさない対象や,一度身につけたことばがそ

の機能を失った対象との関わりにおいて,コ

ミュニケーションの成立に五感の共通性が大き

な役割を果たす｡コミュニケーションの成立条

件やプロセスを振り返り,ことばの記号的意味

に頼らないコミュニケーションについて考えて

みることにする｡

ことばとコミュニケーション

私たちが知覚したり経験していること,人間

の意志や営みとは関係のない自然現象,いずれ

も境界のない連続したものであるが,ことばは

その連続したものをあるまとまり (意味範囲)

ごとに区切る記号といえよう1,2)｡ 人が感情,

意志,考えなどを伝え合うために用いる意味記

号としてのことばは,社会的黙契と称されるよ

うに,ある社会 (集団)における社会的慣習で

ある2)｡ その意味を表す記号としてのことば

が,お互いの気持ちや考えを伝えあうコミュニ

ケーションの道具としての機能を果たすには,

いくつかの条件がある｡

RomanJakobsonは,言語行動が成立するた

めの基本的な要素として,話 し手 addresser,

聞き手 addressee,事物 ･事象 context,ことば

message,接触 contact,言語 (記号)体系

C｡deをあげている3)41｡ 話す人 addresserと聞

く人 addresseeがいて,伝えようとする事物 ･

対象 contextと伝えることば message,これら

が言語行動の成立に必要な要素であることは自

明なことであろう｡ そして,音声としてのこと

ばを用いる場合,音が伝わる物理的脈路と聴覚

や発語機能など身体的に大きな障害がないこ

と,さらに話し手と聞き手がお互いにコミュニ

ケーションをはかろうとする姿勢がなければコ

ミュニケーションは成立しない｡この物理的,

身体的,心理的要素が接触 contactといわれる

ものにあたる｡ 最後に,用いている言語が同じ

であること,もしくは翻訳 (通訳)などで間接

的に記号としての言語を同じものにすること｡

お互いの使用していることばの表す意味範囲に

大きな違いがないことが必要である｡それが言

語体系 C｡d｡にあたる｡鈴木4)の図を参照にそ

れらの関係を示すと図1のようになる｡ そうし

た条件がそろって,交わされることばがお互い

の気持ちや考えを伝える機能を果たす｡

しかし,こうした条件が満たされた状況にお

いても,同じことばを話しているのにお互いの

言いたいことが伝わらないという経験は誰にで

もある｡ 意味記号としてのことばによるコミュ

ニケーションが成立するには,①相手の話を聞

く姿勢にある二人の一方から,①相手に話しか

ける,(郭聞いた人がこういうことですねと確認

めフィードバックをする,④話し手からそれに

対する適否が示される,という②から④の最低

1往復半のやりとりが必要である (図2)｡同
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話し手

･ ○
受け手

■■■◆∫◆
しノ 双方の聞く姿勢
■■●◆◆◆

> :王 話しかけ'..∫
■●■ヽ

--I--> J+ tl
一 ･. JZ 受け手の確認●■■◆

■●●◆
･日日････> ◆ ◆

三二1 '･.._.) 適否の返答
図2 コミュニケーションの成立プロセス

じ言語を話しながらコミュニケーションが成立

しないという場合の多くは,お互いの用いてい

ることばが同じ意味を表していないか,図2の

プロセスが満たされていない場合といえよう｡

発達プロセスとコミュニケーション

ことばが意味記号として機能するようになる

プロセスを人間の発達プロセスとコミュニケー

ションの関係からみることにする｡

1.誕生前の胎内

誕生前,人は母親の胎内で暖かい羊水に浮か

び,へその緒で母体とつながり,自他の未分化

な時期をすごす｡そのときからすでに母親の心

音などの体内音,リズム,温度といったもの

が,もっともプリミティブなコミュニケーショ

ンの共通情報として,私たちの深い記憶の底に

蓄積される｡

眠りにつく前の乳児が現実から非現実への移

行の狭間でむずがっているとき,成人にとって

はただの雑音にしか聞こえない胎内で聞こえる

心音のテープを聞かせると,静かに眠 り始め

る｡ 誕生前の絶対的な依存環境である胎内の穏

やかで安定した環境と関連して,なじみの感覚

′
=
=
.し

粘膜 (口唇,舌,鼻腔),皮膚

身体感覚情報

として乳児に安心感を与えるためと考えられ

る｡

2.誕生後の自己以外の世界との関わり

誕生後,まるですべてを口で確認するかのよ

うに,乳児は何でもなめたりかじったりする｡

自他の未分化な胎内環境から胎外にでた乳児

は,口唇,舌,口腔粘膜の味覚や触覚受容器を

通して自己以外の世界を取 り入れる｡ こうして

得られた情報から,次第に自己内外の区別が自

覚されるようになる｡ それは社会的関係の始ま

りともいえる｡ そして運動機能や神経系の発達

に伴って,味わい,嘆ぎ,触り,聞き,見ると

いう五感を通した具体的な身体感覚情報の入力

が増える｡

3.直接情報からイメージ情報へ

身体感覚を通した基礎情報は,生命に直接関

係が深い味覚や喚覚といった近感覚 (劣等感覚

ともいわれる)に始まる (図3)｡なめたりか

じったりすることで口唇,舌,口腔粘膜,鼻腔

粘膜を介した味覚,嘆覚レベルの情報は,さわ

ることによる触覚レベルの情報と共に直接情報

として蓄積され,知覚や認知のための基礎情報

となる｡やがてその基礎情報が視覚情報と結び

つくことで,見る (視覚情報)だけで目にした

ものがどのような味わいや手触 りなのかといっ

た身体的感覚がイメージとして再現されるよう

になる｡ そうして,ことばによってこれらの基

礎情報が整理されるようになると,概念,イ

メージとして,ことばを媒介としたコミュニ

ケーションが可能になる｡

直接情報がイメージ情報になる課程を,梅干

しやレモンを例に考えてみると (図4),まず

初めて梅干しやレモンをかじって,酸っぱいと

いう体験をする｡ この味覚 (身体感覚)による

直接情報が記憶される｡ この直接情報を基礎情

｣
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耳 (音一言語)

視覚情報 意味言語情報

発達方向 >

図3 情報入手器官と情報の種類
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見る,食べる

J

二 二
▼

['｣lJ

梅干しやレモンを食べて,酸っぱい
: という体験 (味覚による直接情報)
身体感覚情報として蓄積

: 視覚情報と味覚体験 (身体感覚情報)
の関連づけ

: 視覚情報でイメージとして味覚体験
(身体感覚情報)が再現

: 言語情報でイメージとして味覚情報
(身体感覚情報)が再現

図4 直接情報がイメージ情報 となるプロセス

報として,梅干しやレモンを食べるとき視覚情

報と味覚情報が関連づけられ,次第にそのもの

を見ただけで,視覚を適 して酸っぱいという感

覚がイメージとして再現 されるようになる｡ さ

らに梅干しやレモンという具体的なもの (事物

や対象),酸っぱいということ (性質や関係性

など)がことばによって分節されることで,共

通の体験をもつ者同士の間では,梅干しやレモ

ンの話をするだけで,酸っぱいという感覚が双

方に再現され,イメージによる類似体験が成り

立つ｡

4.コミュニケーションの基盤としての身体感

覚

このように私たちのコミュニケーションの基

盤は,感覚受容器官としての五官とそれによっ

て感受される五感の,人としての生理的な共通

性をベースに成 り立っている｡ このことは,こ

とばがその機能を失っても,ことばで分節され

る元にある身体感覚レベルの共通性を生かすこ

とで意味記号としてのことばに頼らないコミュ

ニケーションの可能性を示唆している｡

ことばを超えたコミュニケーションの媒体

意味記号としてのことば以外のコミュニケー

ション (非言語コミュニケーションnonverbal

communication)の媒体について整理する (衣

1)｡

[音声 (周辺言語)]

幼児がことばの意味よりも,母親の声のかけ

方で安心したり不機嫌になったりするように,

- 5

表 1 ことばを越えたコミュニケーションの媒体

音 声(周辺言語 ) 大小,強弱,高低,速さと変化

間合い,テシポと変

化リズムや抑

揚 くこと

ばの量こと

ばの調子身 体 日,視線,ア

イコンタ

クト表情姿

勢,身振り,動作行為 (と結

果),行動外観モ ノ 所有

物 (購入した
物,もらった物など)

作 品 (自分で作った物)

使用物 (道具,材料,物品など)文字にす

ると同じでも,話し方によって伝わり方はずいぶん違う｡

周辺言語 paralanguageといわれ

ることばの音声の部分による非言語コミュニケ

ーションといえる｡ ことばの記号としての意味

以外の非言語コミュニケーション要素には,声

の大きさと変化,声の強さと変化,請し方の間

合い,話すテンポと変化,話すリズムや抑揚,

話されることばの量,ことばの調子,といった

ものがある｡ ことばの非言語的な要素は,大き

な強い声で人が口を挟む間もないほどまくし立

てるとか,低く押さえた口調でゆっくりとかん

で含めるように話すといったように,いくつかの要素が重なって,話し手の

気持ちを言外に表す｡[身 体]見交わ

している瞳を見て,ああこの二人は友達から恋

する関係になったのだとわかる｡ なぜ分かるの

だろう｡ 直接ことばを交わして話しているのに,

｢電話 じゃ何だから,会って話そうよ｣とい

うことがある｡ 何が違うのだろう｡ ことばの意

味,声の非言語的な意味だけでなく,人の表情

や身振 りなどから,語られていない人の気持ち

が伝わり,また私たち自身が十分意識していないが,それ

を知ろうとしているからであろう｡ことば
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的フィルターのチェックによる知的防衛の影響

を受けやすいのに対 し,視線やアイコンタク

ト,表情,姿勢,身振り,動作といった身体的

に表現されるものは,知的防衛を越えてありの

ままが表出されやすい｡

昨日と同じテーブルにすわって編み物の続き

をしている｡ 何かが違う｡ 編み棒の動きが昨日

までに比べて何となく遅いだけでなく,何か変

だ｡何か気になることでもあるのだろうか｡声

をかけてみると,昨日の面会で,家族がまだ少

し早いと退院にいい返事をしなかったい う ｡ 身

振りや動作はその人の癖であることも多いが,

一連の行為の変化には人の心の動きが現れる｡

作業活動を共にする作業療法の関わりにおい

ては,対象者の活動の様子 (行為)やその変化

などから,その人の特性や気持ちを推し量り,

働きかける｡

[モ ノ]

買った品物,自分が作った物,自分が使って

いる物,それらがどのように扱われるかは,自

分がどのように扱われるかと同じ意味を持つ｡

モノは人に所有されたときから,その人の一部

になったり,その人を象徴する意味を持つよう

になるためである｡

ことばがコミュニケーションの

機能を果たさないときとは

作業療法の関わりで経験されることばが意味

記号としてのコミュニケーションの機能を十分

果たさない対象や状態の主なものを表2に示

す｡

[未発達,遅れ]

ことばそのものがまだ未発達な乳幼児やこと

表2 ことばが機能 を果たさない対象や状態

未発 達 ,遅れ ⊂三…:…芸霊霊票差;'tL票/ZLる

心 理 的 問 題 ⊂芸pP芸,%芸誓 Lt:Jf警 警警

意 味 の 変 質 一 誌 宗法裂き苦味が組み

込機 能 障 害 - 諾警完雷禦雷管能に
障害が ばに発達上の遅れのある場合,多くは

見交わしたり,微笑みあったりする母子の関わ

りに見られるような視線や微笑の共有,行動の

やりとりなどによってコミュニケーションが図られてい

る5)0児童に対するプレイセラピーは,次

に述べる情緒的問題を含め,通常の言語を媒介

とした心理療法では困難な対象に対して,こと

ばの機能を補う遊びという行動のやりとりを生

かしたものと

いえる｡[心理

的問題]ことばそのものの基本的な発達に大

きな問題はない場合でも,話し手と受け手の間

の情緒的問題,信頼の有無などにより話 し手

が相手を疑っていたり,抑圧などの心理的な防

衛により本人自身も自分の本当の気持ちに気が

ついていない場合には,言葉は意味としての

コミュニケーションの機能を果た

さない｡そうした対象に対する治療的関わり

においては,ことばそのものの直接的な意味よ

り,表現されたことばや行為を象徴として推察

することでその背景を理解したり,芸術療法や

精神分析的作業療法の手法にみられるように,

知的フィルターを介することが少ない創作的な

作業活動をことばに変わる媒体とし

ている｡[意味

の変質]精神分裂病などで病状の経過におい

て,ことばによる世界の秩序が崩壊したような

状態がみられる(')｡ことばが通常の意味を失い

,別な意味づけがなされたり,ことばのサラダ

といわれるように統合された意味を尖った空疎

なことばの過多状態がみられたり,反対にまる

でことばを捨てきったかのように言語の表出が

見られなくなった

りする｡そのような場合,相手の話すことば

の世界にはいることでコ ミュニケーション

を図ったり7),行為のやりとりやモノを通した

コミュニケーション手法がと

られる｡[機

能障害]痴呆にみられるように,一度は獲得

された意味記号としてのことばも,言語による理解や認
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表3 ノンバーバルコミュニケーションのコツ

･刺激に対する反応を観る

･五感の共通性,共有体験を生かす

･相手の非言語情報を聴きとる

･その人の生活史の中で蓄えられた情報を生かす

･自分に生まれる構えを整える

･ことばをモノとして手渡す

･モノの扱いを通して気持ちを伝える

知の機能に障害が起 き始めたときには,その役

割を果たさなくなる｡ そ して障害が重 くなるほ

ど,意味よりも周辺言語 としての声に対する感

覚的や りとりがコミュニケーションの中心 と

なってくる｡

もちろん痴呆のような不可逆性の機能障害だ

けでなく,一時的な意識の混濁においてもみら

れる｡

ことばを超えたコミュニケーション

ことばが意味記号として十分な機能を果たさ

ない場合に,どのようにコミュニケーションを

はかるか,作業療法の場から得られたいくつか

の知見をまとめる (表 3)｡

1.刺激に対する反応を観る

コミュニケーションをはかる上で最初に大切

なことは,対象者が環境からの刺激に対 してど

のような反応をしているかを観察することであ

る｡入力される感覚が意識されているか,意識

されないまま反射的に反応 していないか,主に

どのような刺激に反応 しているか,避けている

のか受け入れているのか, といったことであ

る｡ そうした外部刺激に対する感覚,知覚,認

知のプロセスにおける反応のありようにあわせ

て,働きかけの方法を決めることになる｡

2.五感の共通性,共有体験を生かす

どのように知覚され認知されるかはその個人

の生活史における経験による違いはあるが,外

部刺激を感知する人の五官や感知された五感は

人としての生理的 レベルではほぼ共通 してい

る｡私たちが使うことばはメタファーなしには

使いものにならないが,感性的メタファーはす

べて私たちの身体的感覚 と知覚に基づいてい

- 7

る8)｡

寡黙で自閉がちな人と一緒に園芸をする｡ 種

をまき,芽が出て育っていく畑の野菜をみてい

ると,縁の葉の動きで風がみえる｡互いに顔を

見合わせてうなず く｡ 春の川原を共に歩 く｡ 病

いの苦 しみの中にあっても,春の日の暖かさ,

まぶ しさは,その中にある者に共通に感 じられ

る事実である｡ そこには土や水,空気,植物と

いう自然な環境に,身体感覚を通 してふれる一

体感がある｡ そのときの気持ちのありようの影

響 もあるが,人の身体感覚 (五官によって感受

される五感)の生理的な共通性と,共に活動を

体験 した共有体験 に支えられた一体感であ

る｡,10)｡春の陽の ｢あたたかい｣,｢まぶ しい｣

という感 じを,ことばだけで伝達することはで

きないが,共に陽を浴びて ｢あたたかいね｣,

｢まぶ しいね｣ というとき,初めてことばは知

識体験の総体 として共有する意味 を持つ11)｡

この五感の共通性とそれを基盤とした共有体験

を生かすコミュニケーションは,作業療法士が

対象者の気持ちを感じとり,また対象者に自分

の気持ちを伝えるとき,ことばを超えた助け

(メタコミュニケーションに類する)となる｡

3.相手の非言語情報を聴きとる

表 1に示 した声 (周辺言語),身体,モノな

どが示すものは,意識的であるが故に防衛的に

なりやすい言語に比べ,無意識的な人の本当の

気持ちが現れやすい｡ 非言語情報は,受け取る

人の主観的な判断によるため,言語に比べれば

的確さ客観性に欠けるが,意味記号 としてのこ

とばを補 う,時にはことばを超えた情報 とな

る｡

4.生活史の中で蓄えらた情報を生かす

本稿のはじめにエピソー ドとしてあげた富代

さんのように,重度の痴呆を伴いことばが意味

を伝える道具としての機能を失い,音としての

声に対する感覚 レベルの反応 しかみられな く

なった人の場合でも,生活史の中で具体的な体

験を通 して蓄えられた情報が関わりの手がかり

となることが多い｡富代さんにとって鈴の音が

生活史の中で何らかの意味を持って体験 とつな
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がりがあったことが うかがえるように,個人に

とって意味あるもの,個人のライフサイクルを

形成してきたものは,記憶の奥底に埋もれてい

たパタンとして認識12)されていたものを呼び

覚ましたり,感覚,知覚レベルで人に反応を引

き起こす｡自殺未遂で全健忘となった分裂病の

青年が,幼い頃から母に指導されたピアノをを

きっかけにその記憶を取り戻す課程を共に過ご

した経験がある13)｡

5.自分に生まれる構えを整える

実質のない長引いた会議でうんざりしてイラ

イラしていた日,そのままの気持ちを引きづっ

たまま作業療法のグループに参加したときのこ

とだ｡いつも口数の少ない分裂病の参加者に

｢何か怒ってますか,すみません｣といわれた｡

作業療法士に成り立ての頃何度か経験したこと

である｡ 疲れているのでできればこの面接はし

たくないと思っていると,そうした自分の気持

ちを押さえていても相手に何となく伝わってし

まうということもよくある｡

硯していないつもりでも,表情や姿勢,身体

の動きにそのときの感情や本音の気持ちが現れ

るためである｡ ことばが意味記号としての役割

を十分果たさない状態にある対象者は,感覚 ･

知覚レベルで反応するため,コミュニケーショ

ンを図ろうとする私たちのノンバーバルな要素

に,普通以上に反応しやすい｡私たちが与えて

いるであろう刺激について配慮が必要になる｡

こうした場合には,自分の感情を抑えるより

ち,怒りや疲れなども含んで自分の感情をその

まま認めてしまう方がよい｡そのうえで,疲れ

ているけどこのグループが,この面接が終わっ

たら休憩にしよう,我ながらよくやっているよ

と自分にいって臨むとよい｡自分の感情を受け

入れて予定を立てることで,イメージによる運

動企画により身体に現れる構えが整えられるた

めである｡

6.ことばをモノとして手渡す

ことばの音声の部分を生かしてコミュニケー

ションをはかるとき,ことばを音としてではな

くモノを手渡すようにイメージするとよい｡具
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体的なモノとして涯そうとすることで,①お互

いが視覚的に確認できる位置を取る,(9アイコ

ンタクトが確実になされる,③相手が受け取る

能力に合わせてことばの量や話す速さを配慮す

る,④受け取る準備ができたか確認して話す,

(9受け取ったことを確認して次のことばを渡

す,といった基本的なことがなされ,図2のプ

ロセスを満たすことになる｡

簡単なイメージを用いた方法であるが,前述

した構えという面からも,上手に話そうと意識

から生まれる緊張が減少し,対象者にも安心と

ゆとりを与える｡

7.モノの扱いを通して気持ちを伝える

対象者が所有しているモノ,作品,使用して

いるモノは,程度の差こそあれその人の自我の

拡張といってよい｡そのモノをその人に対処す

るのと同じ気持ちで扱う,またその人に対して

伝えたい気持ちやことばを,器具や材料,作品

の受け渡しでおこなうようにする｡作業療法の

課程で,ことばによるコミュニケーションが困

難な場合や治療関係が十分成立していない時期

においては,モノを介した関わりが,ことばの

かわりにこちらの気持ちを伝えたり,関わる者

の行為を具現化する｡

あ わ り に

ことばは情緒的,知的コミュニケーションを

成り立たせる優れた媒体であるが,そのことば

の働きが十分機能しない領域において,非言語

的な治療媒体を用いて関わる方法について,作

業療法の臨床から得られたいくつかの知見を述

べた｡

非言語的な媒体はことばの領域を超えたコ

ミュニケーションの媒体であるが,それは身体

的 (感覚的)･情緒的な世界であり,その域を

超えることはない｡パラドキシカルに聞こえる

が,ことばが身体的 (感覚的)･情緒的なレベ

ルを含んで共通の意味を取り戻すとき,本当の

コミュニケーションが成り立つ｡
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